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南
九
州
市
茶
業
振
興
会
・
茶
園
機
械
化
研
究
会
は
７
月
13
日
、
同
市
知
覧

町
塩
屋
の
汐
見
原
集
団
茶
園
（
諏
訪
信
一
路
氏
所
有
）
で
乗
用
型
茶
摘
採
競

技
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ナ
型
摘
採
機
部
門
に
５
組
・
10
名
、
袋

型
摘
採
機
部
門
に
５
組
・
10
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
コ
ン
テ
ナ
型
部
門
で
㈲

マ
ル
ヒ
サ
製
茶
、
袋
型
部
門
で
松
山
・
福
田
富
製
茶
が
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
技

術
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
審
査
は
運
転
操
作
・
機
械
整
備
・
刈
跡
な
ど
６
項

目
（
合
計
100
点
）
で
行
い
ま
し
た
。
袋
型
部
門
で
優
秀
技
術
賞
を
受
賞
し
た

頴
娃
支
部
、
㈲
吉
永
製
茶
の
吉
永
純
博
さ
ん
（
59
）
は
「
普
段
通
り
に
作
業

を
し
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
緊
張
し
上
手
く
出
来
な
い
部
分
も
あ
っ
た
。
今

後
も
勉
強
し
て
行
き
た
い
で
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
乗
用
型
摘
採
機
の
操
作
技
術
向
上
と
南
九
州
市
の
茶
業
を
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
５
回
目
（
合
併
前
知
覧
町
を
含
め
て
38
回
目
）
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

コ
ン
テ
ナ
型
摘
採
機
部
門

　
　

最
優
秀
技
術
賞

　
　
　

㈲
マ
ル
ヒ
サ
製
茶
（
知
覧
支
部
）

　
　

優
秀
技
術
賞

　
　
　

㈲
吉
永
製
茶
（
え
い
支
部
）

袋
型
摘
採
機
部
門

最
優
秀
技
術
賞

　

松
山
・
福
田
富
製
茶
（
知
覧
支
部
）

優
秀
技
術
賞

　

㈲
松
元
製
茶
（
え
い
支
部
）

　

当
Ｊ
Ａ
は
７
月
20
日
、
第
７
回
「
い
ぶ
す
き
農
協
Ｍ

−

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

を
山
川
総
合
支
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・
行
政
関
係
者
等
、

約
20
名
が
参
加
し
、
い
ぶ
す
き
農
協
熱
帯
く
だ
も
の
部
会
に
加
入
し
て
い
る

部
会
員
の
平
成
24
年
度
産
マ
ン
ゴ
ー
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
合
計
16
点
を

審
査
し
、
グ
ラ
ン
プ
リ
・
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し
ま
し
た
。
県
農
業
開
発

セ
ン
タ
ー
の
玉
利
信
人
審
査
委
員
長
は
「
全
体
的
に
レ
ベ
ル
が
高
い
が
、
さ

ら
な
る
出
荷
技
術
向
上
の
為
に
生
産
者
の
参
加
を
増
や
し
て
頂
き
た
い
。」

と
講
評
し
ま
し
た
。
い
ぶ
す
き
農
協
熱
帯
く
だ
も
の
部
会
は
現
在
16
名
の
部

会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
共
販
で
マ
ン
ゴ
ー
25
ト
ン
、
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
６
ト
ン
を
計
画
し
て
お
り
、
本
土
で
は
県
内
Ｊ
Ａ
で
２
番

目
の
生
産
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

審
査
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
マ
ン
ゴ
ー
部
門

　
　

グ
ラ
ン
プ
リ

　
　
　

・
２
玉
の
部　
　

ア
グ
リ
新
小
田

　
　
　

・
３
玉
の
部　
　

有
村
隆
雄

　
　

準
グ
ラ
ン
プ
リ

　
　
　

・
２
玉
の
部　
　

坂
元
一
彦

　
　
　

・
３
玉
の
部　
　

上
野
虎
徳

　
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
部
門

　
　

グ
ラ
ン
プ
リ　
　
　

串
間
文
夫

　
　

準
グ
ラ
ン
プ
リ　
　

有
村
隆
雄

南
九
州
市
乗
用
型
茶
摘
採
競
技
大
会
開
催

「
い
ぶ
す
き
農
協
Ｍ

−

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
開
催

第5回

第7回

腕を競い合った乗用型茶摘採競技大会

彩り鮮やかなマンゴーを審査する審査委員
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大山支所　　肝付　洋平

東日本大震災の
復興支援に参加

ＪＡグループ平成24年度 第３次支援隊 活動報告
　平成24年７月16日（月）から20日（金）まで、東日本大震災により被災された宮城県の農家へ
復旧支援活動を行ってまいりました。
　鹿児島県より12名のチームを編成し、現地では、６名の２班に分けて活動しました。私が派遣
された地区は、宮城県の南に位置する、亘

わた り

理町という場所で、いちご栽培が盛んな地域でした。
　しかしながら、津波によりハウスは全部流されてしまい、住んでいる家も水没、あるいは１階

部分が流されていました。
　いちご栽培を40年間続けておられた農家に支援に行きましたが、前述のとおりハウスがなくなっていたので、私たち
が、自宅前の畑に40メートル程のハウスを建ててきました。その方は、冷蔵庫、トラクター等の設備も流されており、
73歳という年齢で、設備も新しくすることはできないので、新しく建てたハウスで野菜を栽培するという事でした。建
て終わった時には、とても感謝していただきました。また、支援隊のメンバー同士も初対面だったのですが、作業を通
じて連帯感も出てきました。ひとつの目標に全員で力を合わせて達成する。この経験を日常業務でもおおいに活かして
いこうと思います。
　私たちの支援活動は、実質３日間でしたが、被災された地域は、これからも
先の見えない復興作業をしていかなければなりません。土地は津波の影響で、
地盤が沈下しており、さらには、海から上がってきたヘドロがたくさんありま
す。畑かんに使用していた地下水も塩分濃度が高くなり使えない状況です。そ
れでも機械では出来ない、人でなければ出来ない復興作業があり、今回作業に
参加させていただいた事は、私の人生でとても意義のある経験でした。
　ＪＡグループが支援隊を派遣し、復興のお手伝いをする事は、やがては日本
の農業を復興させ、第１次産業を復活させると確信しております。
　今回支援活動に参加させていただきありがとうございました。

JAグループ鹿児島では、昨年度に引き続き平成24年度も東日本大震災の復興支援活動を
実施し、当JAからも昨年度２名、平成24年度も２名を派遣することとしています。

　ＪＡでは、夏の出資金増資運動を展開中です。
　組合員の皆さん、この機会に出資金の事について考
えてみましょう。
　出資金には、大きな２つの意味があります。
　まず一つ目は、ご存知のとおりＪＡの安定的な経営
と恒久的な事業活動の財源に充てられるということで
す。わかり易く説明しますと、法人を立ち上げる際は、
最初に運転資金として出資金を募ります。その募集し
た出資金を基に事業展開し、確保した利益を積立金と
していきます。
　出資金は最も事業に必要なものであると同時に、経
営分析の基本的な項目であり、今日の会計ルールにお
いて最重要視されています。
　二つ目の意味は、出資金に込められた組合員の意思
と役職員と組合員の責任です。
　協同組合の誕生は、資本主義経済の中で自分たちの
生活を守るために協同活動体を組織したのが始まりで
す。
　その当時の組合員の意思と現在の組合員の意思は、
社会環境の変化もあり、一人一人の組合員が自分の生
活の向上を図ることも可能であると考えられますが、
今日の不透明な経済・社会環境の中でこそ、JAは組

合員の頼れる組織なのではないでしょうか。
　そして、ＪＡの業務を行う役職員は、それを肝に銘
じ、農業・地域・ＪＡをめぐる情勢の変化に対応し乗
り越えるべく最大限の努力を図る事の責任が存在する
ものと考えます。将来地域の柱となるのはＪＡであり、
その期待に応えないとならない事を役職員は心し、
日々の業務の中でも実践して参ります。
　また、組合員は、協同組合の経営者としての責任と
協同組合の利用者としての責任があります。ＪＡは今
までも組合員の協同の意思に支えられ組合員へ多くの
奉仕とサービスを提供することができました。将来も
組合員の頼りになるべきＪＡとして地域の柱となるべ
きＪＡへの責任と喜びを感じていただきたいと考えま
す。
　以上、出資金の意味について申し上げてまいりまし
たが、今回の増資運動は、その意味に基づいた運動で
ございます。増資については、組合員とＪＡとの関係
のみでなく、地域におけるＪＡの役割を果たすために
もＪＡの安定経営が不可欠であることから、必要であ
ります。職員が組合員のところに増資のお願いに伺い
ます。ぜひとも、ご協力をお願いいたします。

どうして出資金の増資なの？

ハウスを建てるJAグループ職員
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Ｊ
Ａ
青
年
部
指
宿
支
部
は
７
月
13
日
、

指
宿
市
の
丹
波
小
学
校
で
プ
チ
あ
ぐ
り
ス

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
５
年
生
３
ク

ラ
ス
を
対
象
に
、
学
校
給
食
の
食
べ
残

し
（
残
飯
）
を
利
用
し
、
堆
肥
づ
く
り
を

行
い
ま
し
た
。
児
童
は
「
自
分
達
の
食
べ

残
し
が
こ
ん
な
に
あ
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。」
と
驚
き
な
が
ら
も
堆
肥
づ
く
り
に

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
後
迫

孝
青
年
部
長
は｢

前
回
の
指
宿
小
学
校
で

は
休
耕
地
の
再
活
用
、
今
回
の
丹
波
小
学

校
で
は
学
校
給
食
の
食
べ
残
し
を
再
利
用

と
、
実
際
の
農
業
体
験
だ
け
で
な
く
、
資

源
や
食
の
大
切
さ
を
子
供
た
ち
に
伝
え
ら

れ
る
よ
う
な
青
年
部
ら
し
い
活
動
を
今
後

も
し
て
行
き
た
い
。｣

と
話
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
７
月
28
日
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
阻
止
街
頭
宣
伝
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。
職
員
約
30
名
が
参
加
し
て
、
各
総
合

支
所
単
位
で
班
編
成
を
行
い
、
Ａ
コ
ー
プ

各
店
・
集
荷
場
・
駅
な
ど
５
ヶ
所
で
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
の
危
険
性
に
つ
い
て
チ
ラ
シ
を
配

り
、
呼
び
か
け
ま
し
た
。
参
加
し
た
職
員

は
「
地
元
住
民
や
観
光
客
の
皆
様
に
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
少
し
で
も

理
解
し
て
頂
き
た
い
で
す
。
」
と
話
し
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
鹿
児
島
は
、
今
後

も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
阻
止
す
る
た
め
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
本
所
で
７
月
５
日
、「
か
ご
し

ま
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る

Ｊ
Ａ
管
内
の
そ
ら
ま
め
、
実
え
ん
ど
う
、

頴
娃
地
区
の
さ
つ
ま
い
も
の
ブ
ラ
ン
ド
指

定
証
授
与
式
が
開
催
さ
れ
、
３
品
目
と
も

ブ
ラ
ン
ド
指
定
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
村
組
合
長
は
「
今
後
も
自
信
と
誇
り

を
持
ち
、
有
利
販
売
に
繋
げ
た
い
。」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
出
荷
物
に
は
、
か
ご
し
ま
ブ

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
つ
け
て
消
費
者
に
届
け

て
お
り
、
市
場
関
係
者
か
ら
も
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
、
女
性
部
は
７
月
19
日
に
指
宿

市
開
聞
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
、

第
19
回
家
の
光
大
会
・
女
性
部
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
開
催
し
、
女
性
部
員
・
Ｊ
Ａ
役

職
員
・
来
賓
な
ど
合
わ
せ
て
約
130
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
上
堀
内
女
性
部
長
は
「
今

後
も
Ｊ
Ａ
、
女
性
部
の
た
め
に
一
生
懸
命

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。
会
で
は
、
各
地
区
の
女
性

部
員
が
協
同
の
こ
こ
ろ
を
家
庭
で
は
ぐ
く

む
雑
誌
で
あ
る
「
家
の
光
」
の
記
事
を
活

用
し
た
体
験
発
表
・
報
告
や
女
性
部
活
動

体
験
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

丹
波
小
学
校
で

プ
チ
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
開
催

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止
街
頭
宣
伝
活
動

か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
産
地
指
定
証
授
与
式

活動報告を行う女性部員 堆肥作りに挑戦する丹波小の児童

３品目ともブランド指定が更新された授与式ＴＰＰ参加の危険性について呼びかける職員

第
19
回
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
家
の
光
大
会
・

女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催
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第
26
回
鹿
児
島
黒
牛
産
地
宣
伝
販
売
会

が
７
月
２
日
、
鹿
児
島
黒
牛
の
ブ
ラ
ン
ド

確
立
と
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
南
九
州
市
知
覧
の
㈱
Ｊ
Ａ
食
肉

か
ご
し
ま
南
薩
工
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

県
内
各
地
か
ら
90
頭
の
出
品
が
あ
り
、

消
費
地
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
バ
イ
ヤ
ー
に

よ
る
セ
リ
が
行
わ
れ
、
大
い
に
賑
わ
い
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
管
内
か
ら
は
28
頭

の
出
品
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
を
水
迫
清
孝

さ
ん
（
指
宿
地
区
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
は
、
７
月
６
日
・
７
日

の
２
日
間
、
ベ
ス
ト
電
器
指
宿
店
で
「
平

成
24
年
度
夏
季
ふ
れ
あ
い
電
化
シ
ョ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
店
頭
で
の
野
菜
即
売

会
や
抽
選
会
等
も
行
い
、
会
場
に
は
両
日

と
も
に
た
く
さ
ん
の
組
合
員
、
地
域
住
民

の
皆
様
が
訪
れ
、
約
１
２
０
０
名
の
動
員

数
・
約
１
５
０
０
万
円
の
売
上
実
績
と
な

り
ま
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｊ

Ａ
い
ぶ
す
き
と
ベ
ス
ト
電
器
指
宿
店
が
業

務
提
携
を
結
び
行
っ
て
い
ま
す
。

  せり市情報（税抜）

市場：指宿中央　せり日：2012年７月20日 開催

項目名
子　牛

めす 去勢 合計

入場頭数 102頭 98頭 200頭

売却頭数 99頭 98頭 197頭

最　　高 480,000円 513,000円 513,000円

最　　低 155,000円 102,000円 102,000円

平均価格 330,646円 402,031円 366,157円

平均体重 252㎏ 274㎏ 263㎏

　
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
は
７
月
13
日
、
南
九
州

市
知
覧
の
㈱
Ｊ
Ａ
食
肉
か
ご
し
ま
南
薩
工

場
で
、
平
成
24
年
度
第
２
回
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す

き
枝
肉
共
進
会
を
開
催
し
、
Ｊ
Ａ
管
内
28

戸
の
農
家
か
ら
43
頭
の
肥
育
牛
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

　

共
進
会
は
、
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
管
内
の
肉

用
牛
肥
育
農
家
が
技
術
研
鑽
と
銘
柄
向
上

を
目
的
に
年
３
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

・
一
席　

㈲
大
川
畜
産 

（
山
川
地
区
）

・
二
席　

高
田
浩
文 

（
頴
娃
地
区
）

・
三
席　

農
事
組
合
法
人

　
　
　
　

小
川
共
同
農
場 

（
山
川
地
区
）

・
マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
賞

　

上
久
保　

正
治
（
指
宿
地
区
）

厳正に審査が行われた会場の様子 宣伝販売会

目標達成に向けて挨拶する福里経済参事

平
成
24
年
度

第
２
回
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
枝
肉
共
進
会

第
26
回
鹿
児
島
黒
牛

産
地
宣
伝
販
売
会
開
催

夏
季
ふ
れ
あ
い
電
化
シ
ョ
ー

盛
大
に
開
催
さ
れ
る　
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詳しい保障内容については、お近くの支所までご連絡下さい。
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（
平
成
24
年
６
月
１
日
～

平
成
24
年
６
月
30
日
）

お
く
や
み（
敬
称
略
）

　

平
成
24
年
７
月
30
日
、
第
８
回
理
事
会
が

開
催
さ
れ
、
次
の
通
り
協
議
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

【
協
議
内
容
】

○　

農
協
法
第
93
条
に
基
づ
く
県
へ
の
報
告

に
つ
い
て

○　

肉
用
牛
実
験
セ
ン
タ
ー
会
計
の
廃
止
案

に
つ
い
て

○　

平
成
24
年
度
上
半
期
末
に
お
け
る
「
減

損
損
失
」
処
理
に
つ
い
て

○　

喜
入
給
油
所
裏
の
駐
車
場
に
か
か
る
子

会
社
と
の
賃
貸
借
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○　

貸
出
金
の
貸
出
決
定
に
つ
い
て

○　

え
い
一
氏
自
治
会
の
要
望
書
に
対
す
る

対
応
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

○　

平
成
24
年
度
６
月
末
事
業
実
績
に
つ
い

て
○　

自
主
検
査
実
施
状
況
に
つ
い
て

○　

平
成
24
年
度
全
国
監
査
機
構
監
査
の
監

査
計
画
概
要
に
つ
い
て

○　

平
成
24
年
度
盆
休
に
つ
い
て

○　

協
賛
金
の
支
出
に
つ
い
て

○　

時
間
外
手
当
の
実
績
報
告
に
つ
い
て

○　

澱
粉
事
業
に
係
る
集
荷
状
況
等
報
告
に

つ
い
て

○　

平
成
24
年
度
夏
期
電
化
シ
ョ
ー
の
実
績

に
つ
い
て

○　

購
買
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

【
喜
入
】

帖
地　

實�

（
80
）

生
見　

美
穂�

（
93
）

宮
園　

ハ
ナ
エ�

（
93
）

松
元　

和
賀
光�

（
58
）

堀
之
内　

タ
ツ�

（
85
）

生
見　

詮
治�

（
78
）

【
指
宿
】

池
元　

知
治�

（
82
）

南
野　

弘
子�

（
60
）

瀨
海　

ユ
キ�

（
92
）

中
西　

寅
三
郎�

（
75
）

【
山
川
】

坂
元　

純
武�

（
82
）

池
水　

忠�

（
83
）

濱
田　

則
行�

（
83
）

南
迫　

タ
ミ�

（
90
）

福
ヶ
迫　

三
男�

（
83
）

上
瀬　

キ
ヨ
子�

（
89
）

神
薗　

典
夫�
（
85
）

川
口　

熊
雄�
（
88
）

迫
村　

信
子�

（
87
）

【
開
聞
】

川
畑　

廣
光�

（
83
）

松
元　

喜
久
子�

（
64
）

堀
之
内　

義
文�

（
86
）

村
山　

ツ
ル
ヱ�

（
90
）

山
崎　

照
子�

（
94
）

冨
永　

秀
光�

（
93
）

【
頴
娃
】

中
村　

善
博�

（
89
）

松
元　

義
秀�

（
62
）

吉
原　

サ
ミ�

（
90
）

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

切らないがん治療 がん粒子線治療
りゅう　し　　せん　　ち　りょう

新

がん共済

あらゆる「がん」を
診断時から再発・長期治療まで
一生涯保障する安心の備え
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